競　技　注　意　事　項

1．競技規則について

本大会は2009年度日本陸上競技連盟競技規則、並びに本大会申し合わせ事項に従って実施する。

2．競技場使用の注意

（1） 開門時間は以下の通りとする。但し予定時間であり変更する場合がある。

10日（金）：9時、11日（土）・12日（日）：7時00分、（9日（木）：13〜17時使用可能）

（2） 横断幕・のぼりは、バックスタンドのみに掲示可能。テープ類を使用せず、紐等で固定すること。競技終了後に速やかに撤去すること。競技場内でテープを使用した貼り物は禁止。

（3） 屋内(招集場所)・更衣室内に荷物やシート類を置いての場所取りは禁止とする。

（4） 全日程において、競技終了後(閉会式後)30分後に閉門するので、速やかに退場すること。

（5） ゴミは各校で持ち帰ること。競技場内、及び競技場周辺のゴミ箱の使用を禁止する。
（6） ウォームアップは雨天練習場もしくは補助競技場で行うこと。補助競技場の用器具を追加で利用する際は、練習場係に申し出ること。
（7） フィールド種目競技中の間は、連呼応援を禁止する。
3．招集について

　(1) 競技者招集所は、競技場第３ゲート付近に設ける。

　(2) 招集時刻は競技時刻を基準とし、下記のとおりとする。

	種　　　目
	予　　　選
	準　 決 　勝
	決　　　勝

	トラック
	２０分前
	１５分前
	１５分前

	フィールド（跳躍・投てき）
	
	
	４０分前

	フィールド（棒高跳）
	
	
	６０分前（現地招集）


  (3) 招集完了時刻に遅れた競技者は、当該競技種目を棄権したものとして処理する。

　(4) 招集の手順

　　　①競技者は招集完了５分前までに、招集所競技者控所で待機し、点呼を受ける。その際、競技者係にナンバーカード・スパイク・衣類・持ち物等の確認を受ける。

　②競技者控所は当該種目の競技者以外の立ち入りを禁止する。
    　③代理人による点呼は原則として認めない。ただし、２種目を同時に兼ねて出場する競技者は、
        あらかじめ本人または代理人が招集所の競技者係に２種目同時出場届を提出する。　　　　　　　④リレー競技に出場するチ－ムは、その種目の招集時刻の１時間前までに競技者招集所に用意

　　　　しているオーダー用紙にオ－ダ－を記入し、１枚提出すること。また、決勝においてもメン

　　　　バー・オーダーの変更の有無にかかわらず、オーダー用紙にオーダーを記入し、その種目の

　　　　招集時刻の１時間前までに提出すること。リレー競技の編成方法は、競技規則第170条

　　　　に順ずる。リレーオーダー用紙提出後の選手変更は原則認めない。但しリレーオーダー用紙

　　　　提出後、負傷などの理由によりメンバーを変更する場合のみ選手変更を認める。その場合、

　　　　医師の診断書（または競技場内医務員の証明）を提出すること。
4．棄権について

（1） 事前に棄権者が判明している場合は、7月6日(月)18時までに事前棄権届を香川大学野崎研究室まで提出すること（FAX可:087-832-1496）。大会当日の代表者会議にて、事前棄権の確認を行う。

（2） 当日棄権は原則として認めない。やむを得ず棄権する場合は、競技棄権届を大会本部の総務に提出して承認を得ること。尚、競技棄権届には、監督・競技者本人のサインを記入すること。リレー競技については、前述のリレーオーダー用紙提出締切時刻までに提出すること。
5．競技者の服装について

（1） リレー競技は同一のユニフォームを着用すること。色・デザインが統一してあれば、同一のものとみなす。

（2） ナンバーカードは、地区学連用のナンバーカードを使用すること。

（3） トラック競技の腰ナンバーカードは競技者係で配布する。パンツの右後方に付けること。
 (4)  競技場の中に商品名のついた衣類・バッグ類を持ち込む場合、ルールブック「競技会における
      広告および展示物に関する規定」の通りとする。

6．競技全般について

　(1) 競技者は、当該種目以外グランド内に立ち入ることはできない。

　(2) 短距離種目では、競技者の安全確保のためフィニッシュライン通過後も自分のレーン（曲走路）を走ること。

　(3) トラック競技において、欠場者がでた場合はそのレーンを空けて行う。

　(4) トラック競技（セパレート種目）において、８名（８チーム）以内の場合は２～９レーン、９名（９チーム）の場合は１～９レーンで行う。

　(5) トラック競技の判定は、全て写真判定装置（全自動電気計時1/100）で行う。

　(6) 4×100mリレーの第２・第３・第４走者は、主催者が用意するマーカー（１カ所）を使用する

　　　ことができる。マーカーは監察係が現地で渡す。そのマーカー以外は使用してはならない。

　(7) 4×400mリレーの第３・第４走者のバトンの受け渡しは、コーナートップ順に内側より並ぶこ

　　　と。コーナートップとは、第３コーナー内側に示された黄色旗を通過した時点のことである。

　　　この後は、並んだ順序を変えてはならない。なお、次走者は、テークオーバーゾーンの内側よ

　　　り走り出さなければならない。

　(8) 跳躍・やり投の競技者は、助走路の外側に主催者が用意したマークを、２カ所置くことができる。マークはそれぞれの審判員が現地で渡す。それ以外は使用してはならない。

　(9) 携帯電話等の通信機器を競技場内に持ち込むことはできない。

　(10) 競技中に起きた競技者の行為または順位に関する抗議は、規則第 １４６条に基づき、正式に結果が発表されてから３０分以内に、次のラウンドが行なわれる種目では１５分以内に、当該競技者自身または、監督が口頭で審判長に申し出ること。
  (11)各ラウンドの番組編成は競技規則第166条を適用する。

  (12) 5000m以上の競技（競歩を含む）において、給水を原則行う。

  (13) 5000m・10000m・5000mW・10000mWに関しては、制限時間を設ける。これは、各レーススタート後、次に記載している時間の経過時点で、残り1周に達しなかった競技者は、その周のフィニッシュラインで競技を中止させる。

	
	5000m
	10000m
	5000mW
	10000mW

	男子
	17分
	34分
	―
	57分

	女子
	19分
	39分
	28分
	―


7．競技用器具について

(1) 競技に使用する用具は全て主催者が用意した物を使用しなければならない。ただし、棒高跳用ポールに限り個人所有の物を使用することができる。個人所有のポールの検査は点呼時に跳躍審判員が行う。
(2) スパイクの長さは９mmをこえてはならない。また、走高跳およびやり投の場合は１２mmをこえてはならない。これらのスパイクの直径は、先端が４mm以内でなければならない。また、スパイクの数は１１本以内であれば何本でもよい。

8．フィールド競技について

（1） 走高跳・棒高跳のバーの上げ方は、原則下記の通りとする。

	
	
	練習
	1
	2
	3
	4
	5
	備考

	走高跳
	男子
	1m85/2m00
/2m10
	1m90
	1m95
	2m00
	2m05
	2m08
	以後3cm刻み


	
	女子
	1m40/1m55
/1m70
	1m50
	1m55
	1m60
	1m65
	1m68
	

	棒高跳
	男子
	4m40/4m80
	4m40
	4m60
	4m80
	5m00
	5m10
	以後10cm刻み

	
	女子
	2m60/3m50
	2m60
	2m80
	3m00
	3m20
	3m40
	


①悪天候などの不測の事態が発生した場合は、総務・審判長・ヘッドコーチの協議により設定の高さを変更し競技を行う場合がある。

②1位決定のバーの上げ下げは走高跳2cm、棒高跳で5cmとする。

③競技者が1人となった場合のバーの上げ方は、本人の希望により決める。但し、2つのピットに分かれている場合は、両ピットを通じて1人になった場合に限る。

④棒高跳の公式練習を行う際はゴムバーを使用する。

（2） 三段跳の踏切板の位置は、男子13m・女子10mとする。

（3） 投擲練習は、原則円盤投・やり投は2回まで、ハンマー投は1回のみとする。但し投擲審判主任が時間を考慮した上で変更する場合がある。

（4） 各フィールド種目について、それぞれ試技に制限時間を設ける。その際、審判員がストップウォッチにて時間を計測する。

10.開閉会式について

（1） 開会式は、開式10分前に各校の代表者1名が部旗を持って集合すること。尚、雨天時は屋内練習場にて行う。

（2） 閉会式は部旗を持って、なるべく大会に出場した選手は出席すること。尚、雨天時は屋内にて行う。その際は各大学の参加者は3名以下とし出席すること。

11．表彰について

(1) 各種目3位までに入賞した競技者は表彰を行う。競技終了後、表彰係の指示に従い中央エントランスに集合すること。表彰を受ける際は、上は各大学のユニフォーム、下は各大学のジャージを着用すること。

(2) 対校得点は1位…8点　2位…7点　3位…6点　4位…5点　5位…4点　6位…3点　　　　　

7位…2点　8位…1点の8点制とする。

(3) 総合得点が同点の場合は、優勝種目数の多い大学を上位とする。尚、優勝種目数が同じ場合は、2位種目・3～6位種目数を各々比較し、多い大学を上位とする。以上の点で同じ場合は同順位とする。

12.盗撮の禁止について

(1) 競技エリア内、及びダッグアウトからの写真撮影を禁止する。ただし、大会本部の了承の下に腕章を着用した者を除く。
(2) 観客席からの写真撮影においても、猥褻目的と疑われる不信者には、厳重な注意を与える。
13．用具輸送について

　　　　棒高跳用ポール、やりなどを競技場に発送する場合、以下に7月8日（水）14～16時指定で発送すること。なお、返送の際の元払い・着払い伝票は受付で受け取ること。
発送先：　763-0053 香川県丸亀市金倉町８３０　香川県立丸亀競技場事務室　御中

14．その他
  (1) 大会期間中競技場で発生した傷害や疾病はメインスタンド下の医務室で応急処置を行うが、その後の責任は負わない。なお、参加者は健康保険証を持参すること。

　(2) 更衣は雨天練習場の男子・女子更衣室を利用することができる。ただし、貴重品は各自で保管

　　　すること。紛失、盗難に関して主催者側は一切の責任を負わない。
　(3) 記録証の交付を希望する競技者は、陸上競技場本部の記録証交付係に記録証交付願及び交付料金３００円を添えて申し込むこと。

　(4) 記録は正面玄関２Ｆの記録掲示板に掲示する。

中国四国学生陸上競技連盟

